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• 保有するメディアの整理・削減

• インターネット活用業務

• 「受信料の価値を最大化」するためのマネジメント施策

５つの重点項目

スリムで強靱な「新しいＮＨＫ」を目指す構造改革

１．安全・安心を支える 「命と暮らしを守る」報道を強化し、より強靱なネットワークを構築

２．新時代へのチャレンジ 最新の技術を活用し、高品質なコンテンツを合理的なコストで提供

３．あまねく伝える 確かな情報・サービスを一人ひとりに届け、分断化・多層化した社会をつなぐ

４．社会への貢献 地域の情報発信強化や日本の放送・メディア業界の発展に貢献

５．人事制度改革 組織の機能を最大限発揮するための“人財”改革を推進

経営計画 （２０２１-２０２３年度）
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今期は「新型コロナウイルス 第７波」「参議院選挙」「大雨」「台風」「円安・物価高」など、国民生活に大き

な影響を及ぼす出来事が相次いで発生した。ＮＨＫは公共メディアとして正確・迅速な報道で国民の関

心に応えた。７月の安倍元首相銃撃事件では、発生直後から現場からの中継で伝えるとともに、「世界平

和統一家庭連合（旧統一教会）」と政治との関係についても多角的に伝えた。今期のテレビ放送の接触

者率は、オリンピックの影響で高かった前年同期には及ばないものの、地上波を中心に改善傾向にある。

第１四半期比では、総合で１．８ポイント、Ｅテレで３．３ポイント上昇した。2022年度編成では地上波で

コンテンツを大幅に入れ替えたが、半年を経て見られ方が定着しつつある。

営業経費の削減が順調に進む一方で、受信契約の状況については計画を下回っている。年度後半に

向けてコンテンツ部門と視聴者部門との連携を強化し、訪問によらない取次の早期確立に取り組む。

昨年放送した「ＢＳ１スペシャル」で、内容に誤りのある番組を放送した問題では、9月、放送倫理・番組

向上機構（ＢＰＯ）から「重大な放送倫理違反があった」との指摘を受けた。放送の基本的な姿勢に立ち

返り、一人ひとりの人材育成に改めて取り組み、その進捗を節目節目で公表していく。また、男性管理職

が２０１９年に亡くなったことに関して、渋谷労働基準監督署から今年８月に労災認定を受けたことを公

表した。 NHKは職員の命を守れなかったことを重く受け止め、二度とこうしたことが起きないようこ

れまでの健康確保の施策を速やかに再点検し、働く一人ひとりの健康にいっそう留意して再発防止を徹

底していく。

5つの重点項目／主な進捗

今期の概況

 「安全・安心を支える」

 「新時代へのチャレンジ」

 ｢あまねく伝える」

 「社会への貢献」

 「人事制度改革」

スリムで強靱な「新しいＮＨＫ」を目指す構造改革／主な進捗

大雨や台風が相次ぐなか地域情報を重視し、放送やインターネットできめ細かく伝え
た。また、安倍元首相銃撃事件について速報で伝えるとともに多角的に報道した。

「新しいNHKらしさ」を追求する番組の見られ方の検証をすすめたほか、日頃NHK
を見ない方との接点拡大に取り組んだ。

参議院選挙に向け「みんなの選挙」プロジェクトで障害者が選挙について感じていた
“バリア”の問題を視聴者と共有したほか「ボートマッチ」を初めて実施した。

NHKが取材した情報やデータのオープン化の取り組みを進めた。また、各地の放送
局では地域の課題解決につなげるコンテンツ制作を推進した。

新しい職員制度のもと、一人ひとりの職員の成長を支援する施策を推進した。

 「保有するメディアの整理・削減」

 「インターネット活用業務」

 「受信料の価値を最大化」するためのマネジメント改革

「NHKプラス」の仮登録段階での受付開始や、インターネットラジオ「らじる★らじる」
の機能改善など、利便性の向上に取り組んだ。

2023年度の衛星波１波削減に向けて、BS4Kの魅力や視聴方法を紹介するキャン
ペーンや、4Kコンテンツ強化を図る提案募集を行った。

「訪問によらない取次」では、大都市圏を中心に引き続き「特別あて所配達郵便」を実
施した。番組内での住所変更のお届けのご案内や検索連動型のインターネット広告な
ど、様々な施策を効果的に組み合わせ、営業経費の削減につなげた。
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安全・安心
を支える

１

５つの重点項目の進捗

 安倍元首相銃撃事件 速報で伝え、多角的に報道

 新型コロナウイルス“第７波” 求められる情報の変化に対応

８月の記録的な大雨と台風８号、９月の台風１４号では、ニュースの放送時間を大幅に増やし

た。地域の状況をきめ細かく伝えるリアルタイム記者解説を積極的に実施し、地名や河川名

を具体的に示しながら、洪水や高潮、土砂災害の危険度などをデジタルマップでわかりやく

伝えた。ユニバーサル・サービスも強化し、台風１４号で大雨特別警報が発表された際は、

手話による「命を守る呼びかけ」を初めて行った。「ニュース・防災アプリ」では、最新ニュー

スのほか避難情報、地図情報、放送の同時提供など、多層的に命を守るための情報を届け

た。その結果、多くのアクセスを集め、新規のダウンロードが急増した。

 大雨、台風報道 地域情報の発信とユニバーサル・サービスを強化

感染の波は７月に入ると上昇を始め、８月にかけて全国の新規感染者数が最も高いレベル

となった。この第７波では、これまで以上に誰もが感染者や濃厚接触者になる可能性が高

まったため、医療現場の状況や家庭内感染を防ぐための対策、濃厚接触者の待機期間の

情報などを提供し、放送とデジタルで視聴者の関心に応えた。また、第７波で多かった軽

症や無症状の感染者のための情報についても丁寧に伝えた。１日の感染者数を伝える都

道府県マップでは、過去最多となった都道府県を赤色で表示するよう改良し、特設サイト

は７月下旬に連日200万ＰＶを超える高いアクセスとなった。

【デジタルマップで河川の状況をわかりやすく伝える】

７月８日に安倍元首相が銃撃された事件では、現場からの中継を交え速報するとともに、特

設ニュースを編成して伝えた。民主主義の根幹を揺るがしかねない事件であることや、参議

院選挙期間中の事件であることから、ＮＨＫは自由で公正な選挙が損なわれることのないよ

う努めた。また、「世界平和統一家庭連合」、旧統一教会と政治との関係や、いわゆる“宗教２

世”の問題についても、テレビやラジオ、インターネットを通じて継続的に報道した。事件発

生翌日には、ＮＨＫスペシャル「安倍元首相 銃撃事件の衝撃（７/９）」を放送。クローズアップ

現代でも「安倍元首相銃撃 事件の“背景”に何が（7/11）」や「旧統一教会と政治 見過ごさ

れてきた関係（８/２９）」などで特集した。安倍元首相の国葬については、世論が分かれてい

たことなどもふまえ、当日の特設ニュースを含めて多角的に報道した。

【手話による「命を守る呼びかけ」】
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 ウクライナ情勢 独自の取材でわかりやすく

新時代への

チャレンジ

2
 「新しいNHKらしさを追求する」2022年度編成～見られ方を詳細分析～

【現役層に好調な「映像の世紀 バタフライエフェクト」】

【プーチン大統領が発した２０万の単語とその変化をAI解析】

【新たな視聴スタイルが定着しつつある「夜ドラ」】

NHKスペシャル「戦火の放送局～ウクライナ 記者たちの闘い～（8/7）」では、ロシアによる

侵攻直後の３月からウクライナ公共放送「ススピーリネ」に密着した。母国が戦地となったと

きジャーナリストは戦争をどう伝えるのか、戦時下の放送局の現実や苦悩する職員たちの

姿を５か月間の長期取材で伝えた。さらにＮＨＫスペシャルでは、シリーズ「混迷の世紀」を

スタートさせ「プロローグ “プーチンの戦争” 世界はどこに向かうのか」など、日本への影響

や今後の見通しについて深い取材で伝えた。「ニュースウオッチ９」では、OSINT（オープン

ソース調査）と呼ばれる手法を活用し、プーチン大統領が発した２０万の単語をAIで解析し

た。調査からは“ことば”を変えながら国民の心をつなぎ止め、愛国心を高めようと腐心す

る大統領の姿が浮かび上がった。ウクライナ情勢が混迷を深めるなか、NHKは独自の取材

でわかりやすく伝える取り組みを続けていく。

2022年度編成では時間帯ごとにターゲット層を明確にした「ゾーン編成」を強化し、週次レ

ベルでの視聴分析をもとにスピーディーなコンテンツ改善に取り組んだ。

第１四半期に続き、想定したターゲット層によく見られたのは「大人の教養・エンタメゾーン」

とした総合テレビの平日午後１０時台、「幼児・子どもゾーン」としたＥテレの平日午後６時台

だった。特に「若年層向けゾーン」とした総合テレビの平日午後１１時台では、「笑わない数

学」などＳＮＳなどで話題になる番組が出てきている。改定から半年を経て明らかとなった

「波・曜日・ゾーン・枠」の視聴者特性を年度後半の編成戦略にも速やかに反映させ、接触者

率向上を図るとともに、伸びしろが見込めるコンテンツについては、外部プラットフォームを

活用した認知プロモーションを推進していく。一方、「多様なファミリー層」を狙った総合テレ

ビの日曜午後６時台、「幼児・子ども層」を狙ったＥテレの平日午後４時台などは、想定した

ターゲット層への訴求が進んでいない。今後、両ゾーンにひもづく視聴者層の生活実態につ

いて分析を深め、2023年度編成においてはコンテンツ強化と配置の最適化を進めていく。
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 NHKプラスを活用して、新たな視聴者との接点を拡大

 インフォメーション・ヘルス（情報的健康）の確保に向けた取り組み

「悪質なデマ」や「不確かな情報」による危険性や影響力が増大するなか、NHKには情報空

間の健全性確保に向けた貢献が求められている。８月に放送した「フェイク・バスターズ “出

版の自由”と医療情報」では、医療情報を扱った出版物について特集した。医療や健康につ

いて様々な情報が存在するなか、“不確かな情報”に惑わされないための方法を専門家とと

もに考えた。番組のサイトには多くのアクセスがあり「自分で信頼度を測る物差しを持って

おくことが重要だと認識した」などの声が寄せられた。

８月６日～９月３日にかけて「夏のイッキ見！」編成を展開し、過去の話題作などを多彩なライ

ンナップで再放送した。ＮＨＫ以外のメディアで広くPRしたほか、「ドキュメント７２時間 歴

代ベスト１０スペシャル」では、ＮＨＫプラスのQRコードを画面いっぱいに表示したり、出演者

がＱＲコードを読み込む演出を行ったりしたことで、「放送」と「ＮＨＫプラス」の双方で高い効

果が得られた。また、過去に放送していた懐かしい子ども番組を「Ｅテレ タイムマシン」と題

して放送した。当時の視聴者層は現在、子育て世代になっていることから、親子が共に楽しめ

るコンテンツとして視聴者層の拡大を図った。今後も様々な施策をかけ合わせ、ＮＨＫを日頃

みない方との接点を拡大する試みを続けていく。

戦争関連の番組を見るだけでなく、より深く知りたいという視聴者に向け、新しいウェブ

サイト「ＮＨＫ戦争を伝えるミュージアム」を８月に開設した。「戦争証言アーカイブス」や

「NHK for School」など NHKが蓄積してきた映像や特集記事を網羅しており、ユー

ザーの関心に沿って様々なページを回遊できる構成になっている。これまで番組ごとに作

られていたウェブサイトが“ミュージアム”として連携したことで、戦争や平和についてより

深く学べるようになった。太平洋戦争の終戦８０年にあたる２０２５年に向け、コンテンツ

を拡充していく。

【ドキュメント７２時間 歴代ベスト１０スペシャル】 【Ｅテレ タイムマシン】

 戦争について深く学べる新しいウェブサイトを開設
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 選挙報道で新たな試み～「みんなの選挙」プロジェクトと「ボートマッチ」～

あまねく

伝える

3

また、初めての試みとして、候補者へのアンケートを活用したユーザー参加型のコンテンツ

「ボートマッチ」を実施した。ボートマッチでは政策のテーマを選択し、候補者と同じ質問に

答えることで、考え方の一致度を割合（％）の形で簡単に知ることができる。公示後の６月

２４日に公開したところ、投票翌日までに約60万の訪問UB数があった。選挙に関する新

たな“チャンネル”として、有権者の判断に役立つ情報を幅広く届けた。

 訪日・在留外国人向け AI英語字幕サービスを拡充

外国人観光客の受け入れが本格化するなか、地震や津波に関する情報を、訪日・在留外国

人に迅速に届けるため、総合テレビの特設ニュースを「NHKワールド JAPAN」のウェブサ

イトにライブ配信するサービスを開始した。字幕放送のデータを元に、AI翻訳エンジンが自

動で英語字幕化して配信する。7月の桜島噴火（鹿児島）、8月の大雨特別警報、９月の台

風１４号の大雨・暴風・波浪などの特別警報でも配信が行われた。

７月の参議院選挙では、様々な障害のために投票に行きにくかったり、行けなかったりした

方々の声を共有し、投票に役立つ情報を発信する「みんなの選挙」プロジェクトを展開した。

選挙についての“バリア”を見える化し、解決していこうとするプロジェクトで「点字での投

票」「代理投票」「障害のある方の投票をサポートする取り組み」などをテレビやラジオ、イン

ターネットで紹介した。開票速報当日の午後９時半すぎからは、総合テレビで「みんなの選

挙 投票の壁をなくすため」を放送した。プロジェクトについては「障害者への選挙支援が

整っていないことに衝撃を受けた」「今後も問題提起をして改善していってほしい」など多

くの好評意見が寄せられた。

【視覚障害のある杉田記者が解説】 【Ｅテレ「ハートネットTV」でも特集】

【初めて実施した「ボートマッチ」】
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 情報やデータの「オープン化」

社会への

貢献

4

 ８Ｋの魅力を、大型スクリーンで体感

ＮＨＫが取材した情報やデータを活用していただくため「オープン化」の取り組みを進めた。

放送文化研究所では、昨年実施した「メディア利用の生活時間調査」の一次データをホーム

ページで誰でもダウンロードできるようにした。また、ＮＨＫアーカイブスのホームページでは、

ＮＨＫがこれまで放送してきたテレビ番組を次世代へと伝えていくため「ＮＨＫテレビ放送史」

の公開を進めた。ホームページでは、番組やニュースを動画や特集記事などで振り返ることが

できる。テレビ放送開始から７０年を迎える来年２月に向け、思い出に残る番組を誰でも楽し

めるよう内容の充実を図っていく。

ＮＨＫが撮影した８Ｋ映像を広く社会に還元するため、ピカソの絵画を実物大で上映するイ

ベント「ゲルニカが来た！大迫力の８Ｋ映像空間」を開催した。８月に東京・新宿で開かれた

イベントでは、門外不出の傑作「ゲルニカ」を325インチの大型モニターで上映した。会場

では小学生を対象に、８Ｋ映像を活用したワークショップも開催した。細かい部分を拡大し

て映し出すことができるため、参加した子どもたちからは「拡大するといろんなことがわ

かってよかったです」などの感想が寄せられた。

 地域の課題を共に考え、解決につなげる取り組み

各地の放送局では、地域の発展への貢献を目的として、視聴者からの疑問や困りごとを共

に考え、解決につなげる取り組みを続けている。この取り組みは全国約３０の局で行われて

おり、今期は５０回以上を放送した。宇都宮放送

局「点字ブロックは、なぜ、歩きづらいものを採

用したのか？」や、長野放送局「制服なぜない

の？」など、地域のみなさまが本当に知りたい

「なぜ？」を起点した番組制作へとつなげた。

【「とちぎ６３０」で人気の“全力取材！シラベンジャー”のコーナー（宇都宮放送局）】

人事制度

改革

5 新しい職員制度のもと、職員一人ひとりの成長度合いに応じたスキル・能力開発やキャリア
形成を支援する研修体系を策定した。さらに、人事局内の「キャリアサポートセンター」を組織
化し、職員からの相談体制や職場の育成機能の支援体制を強化した。来年度の人事異動に向
けて、「地域」「デジタル」「スペシャリスト」など、専門性の発揮によって公共メディアを支える
人財の公募を行ったほか、エントリーが完了した「基幹職選抜プログラム」については、昨年
度の課題を改善しながら１２月にかけて丁寧に選考を行っていく。

 新しい職員制度に基づく育成・研修施策の推進
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スリムで強靱な
「新しいＮＨＫ」を目指す構造改革

保有するメディアの整理・削減

 インターネットサービスをより使いやすく

インターネット活用業務

 視聴者のみなさまの利便性を損なわない整理・削減への検討

 効率的な業務体制を目指す「地域部門改革」

「受信料の価値を最大化」するためのマネジメント施策

７月に組織改正を行い、「関東甲信越」「中国」「四国」のブロックで、管理間接部門の業務を効率化

し、コンテンツ制作部門へ要員をシフトした。また、地域のサポート機能を強化するため「地域改革

支援局」を設置した。

衛星波については、2023年度の１波削減に向けて、ＢＳ４Ｋの魅力や視聴方法を紹介するキャンペーンの
強化や、４Ｋコンテンツ強化も含めた提案募集を行った。音声波については、具体的な再編案を検討す
るため、ＡＭ・ＦＭ・インターネットネットラジオの聞かれ方などをたずねる調査の準備を進めた。

 新時代に対応する「技術改革」「総務機能改革」

技術部門では、最新のテクノロジーを活用して協会全体に変革をもたらす「技術改革」の基本方針

のもと、１１月に組織改正することを決めた。戦略・管理機能や設備整備機能を再編し、新たな領域

への経営資源のシフトを進める。総務部門でも経営資源の戦略的な活用を進めるため、１１月に組

織改正を行い、総務局を再構築することを決めた。新放送センターへの大規模移転やエネルギーの

最適管理、管理間接部門の高度化などに対応するため、機能の明確化と組織のフラット化を図る。

７月、ＮＨＫプラスでは、より簡単に使い始められる「仮登録」の受付をスタートしたほか、テレビ向
けの正式版アプリをリリースした。インターネットラジオ「らじる★らじる」でも、聴き逃しでの利用
が同時配信を上回ってきたことから、利便性を高めるため８月末にアプリをアップデートした。
要望の高かった再生速度の変更機能も搭載した。

 リスクマネジメントとITガバナンスの体制強化

組織としてのリスクマネジメント体制を強化するため、１１月の組織改正により「リスクマネジメント

室」を新設することを決めた。現在のリスク管理室の機能に加え「個人情報保護・情報セキュリ

ティ」「CＳIRT」「法務」の各業務をリスクマネジメント室へと統合する。また、同時にITガバナンス

の確立を目的に「デジタル業務改革室」を新設する。 ITに関する中長期戦略の策定、ITシステムや

ツールの導入推進を行い、ＮＨＫの業務改革をシステム面から支えていく。

受信契約の申し出や住所変更届けをご案内する「特別あて所配達郵便」を、大都市圏を中心に１９
都道府県で実施した。これに併せて、ポータルサイトで受信料に関する検索をした際に、手続きサ
イトをご案内する検索連動型の広告を表示させたところ、新規契約の申出数の増加につながった。
また、「NHKニュース おはよう日本」や「あさイチ」などの番組内でも住所変更のご連絡を呼びか
け、営業経費の削減に取り組んだ。

■ 「訪問によらない取次」を推進し、営業経費を削減

中間持株会社の年内設立を目指し、７月に「中間持株会社設立準備室」をグループ経営戦略局に設

置した。また、ガバナンスの強化を目的に新たに１名の職員を関連団体の社長として出向させたほ

か、関連団体への再就職のあり方と処遇基準の見直しに着手した。

 グループ全体での「新しいNHKらしさの追求」に向けた体制構築
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放送・サービス（国内放送・インターネット）の状況
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インターネット
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6
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12.いつでもどこでも見ら
れる（Ａ）

13.自分が求める情報
や番組が簡単に、幅広
く得られる（Ｂ）

14.自分に必要な情報
や番組にタイミングよく
気づかせてくれる

（Ｃ）

15.見るだけでなく、行
動を起こすきっかけにな

る（Ｄ）

16.（A）～（D）実
現のため、取材・制作し
てきた情報や番組が蓄

積されている

（色を塗った部分は、各波が特に意識する領域）

放送の11指標・インターネットサービスの５指標は、各チャンネルとインターネットの質に対する視聴者調査による評価。年４回、インターネットで調査を行い、結果を10点
満点で、レーダーチャートで表示。（前期および前年同期と比較して、統計的に評価が高まった指標を青丸、低くなった指標を赤丸で表記。）母数は各チャンネル等に月に１
回でもリアルタイムか、録画再生で接触した人（インターネットは、インターネットサービス利用者）

出所）2022年9月トータルリーチ調査（web調査 全国20-70代）

波別 質的指標の評価

2022年9月 2022年6月 2021年9月
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接触者率（％）

Ｇ Ｅ ＢＳ１ ＢＳＰ
前年
同期

前期 今期
前年
同期

前期 今期
前年
同期

前期 今期
前年
同期

前期 今期

72.9 66.1 67.9 51.5 39.5 42.8 25.9 21.6 22.5 24.8 23.7 23.7

リアルタイムまたは録画視聴（放送から７日間以内）の接触者率（１分以上）。出所）ビデオリサーチ（全国）

Ｇ Ｅ ＢＳ１ ＢＳＰ
前年
同期

前期 今期
前年
同期

前期 今期
前年
同期

前期 今期
前年
同期

前期 今期

6:00-24:00 3.8 2.9 3.3 0.7 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 0.5 

6:00-10:00 4.3 3.9 4.1 1.0 0.8 0.8 0.3 0.3 0.3 0.7 0.7 0.7 

19:00-22:00 7.1 5.4 5.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.4 0.5 0.7 0.7 0.7 

19:00-23:00 6.2 4.8 4.8 0.8 0.5 0.5 0.4 0.3 0.4 0.6 0.7 0.6 

接触者率
14.1%

（13.3%）
訪問ＵＢ数

3182.7万
（2606.5万）

ＮＨＫオンラインの「訪問ＵＢ（ユニークブラウザ）数」は、各ドメイン（nhk.or.jp、nhk.jp、ＮＨＫプラス）のサイト・アプリへの訪問ＵＢ数の累計（毎
週の四半期平均）。下段（ ）は、前期の結果。ＮＨＫオンラインは、ＮＨＫワールド JAPANオンラインを含む。

出所）接触者率：2022年９月 トータルリーチ調査（web調査 20-70代 全国）、訪問ＵＢ数：Adobe Analytics

「視聴（聴取）ＵＢ数」は、各動画・音声コンテンツを視聴（聴取）したUB数（毎週の四半期平均）。下段（ ）は、前期の結果。
NHKプラスは9月末ID登録数。ＮＨＫオンデマンドは外部提供事業者を除く９月末会員数。出所）接触者率：2022年９月 トータルリーチ調査（web調査
20-70代 全国）、視聴UB数：NPAW Suite、聴取UB数・訪問UB数：Adobe Analytics

ＮＨＫプラス

視聴ＵＢ数 ID登録数

122.4万
（106.1万）

約311.3万

らじる★らじる

聴取ＵＢ数 接触者率

106.6万
（113.7万）

9.2%
（8.8%）

ＮＨＫ
WORLD -

JAPAN ONLINE

訪問ＵＢ数

107.4万
（83.8万）

ＮＨＫ
オンデマンド

登録会員数 接触者率

約316.5万人 5.2%
（4.8%）

個人視聴率（％）

リアルタイムまたは録画視聴（放送から７日間以内）の視聴率。出所）ビデオリサーチ（全国）
個人視聴率は、世帯内の4歳以上を対象に、何人がテレビを視聴したかを示す割合。

インターネット全体（ＮＨＫオンラインの量）

（参考）その他のサービス

波別 量的指標の評価

10



_

中央放送番組審議会の意見

68.2 71.0 71.0 70.4 66.4

53.3 53.7 54.2 54.5
49.8

21年2Q20年4Q20年2Q 21年4Q

16.914.9 17.4 15.9

Q.特定のジャンルにかたよらず、全体に調和のとれた放送をする
ことについて、現在のＮＨＫにどの程度期待するか。また、ＮＨＫ
はどの程度実現していると考えるか。

期待度

実現度

編成の多様性やコンテンツ全体の質への評価～７月世論調査結果～

多様性をふまえた編成

経営計画では、「多様で質の高いコンテンツ」「正確、公平公正で、豊かな放送・サービス」を視聴者に届けることを

約束している。これを受けて、放送・サービス全体で多様性を実現できているか、正確、公平公正で、豊かなサービ

スを提供できているか、半期ごと（７月・１月）の世論調査で把握し、改善に取り組む。

※ＮＨＫの放送・サービス全体について、以下の項目に関して
期待度・実現度をたずね、それらの数値を平均化。

①公平・公正②正確・迅速な情報提供③多角的論点の提示
④記録・伝承⑤文化の創造・発展⑥新規性・創造性
⑦国際社会への理解促進⑧地域情報の全国発信
⑨教育・福祉・人にやさしい放送
⑩インターネットの活用⑪放送技術の発展

公平公正など放送・サービス全体の質

全国の16歳以上の男女個人3,600人を対象に、6月29日～8月9日に世論調査を実施。世論調査は層化２段階無作為抽出法で抽出し郵送調査法で実施。

有効回答数は1,816件（有効回答率50.4％）。

各指標の設問に対し、「期待している」と「どちらかというと期待している」と回答した人の割合を「期待度」、「実現している」と「どちらかというと実現
している」と回答した人の割合を「実現度」とする。
過去調査と比較し、期待度・実現度が前期比・前年同期比ともに統計的に増加したものを で示し、統計的に減少したものを で示す。
期待・実現差が前期比・前年同期比ともに統計的に縮まったものを で示し、統計的に広がったものを で示す。

72.4 72.7 69.3

58.8 59.4 56.6

13.6 13.3

前期より変更した質問項目があるた
め20年4Q以前との比較はできない

16.6

22年2Q 21年2Q20年4Q20年2Q 21年4Q 22年2Q

12.7

接触者率は「東京2020大会」のあった前年同期には及ばなかったものの、長期低下傾向からやや盛り返
し、放送とインターネットでいずれも上昇した。「参院選開票速報2022（7/10）」や高校野球中継、安倍元
首相銃撃事件や台風大雨関連の特設ニュースなどがよく見られた。インターネットでも「NHK NEWS
WEB」を中心に、訪問ＵＢ数が第１四半期比で22％増になるなど大幅に上昇した。NHKプラスでは、ID登
録者数が6月末時点に比べ約30.４万件の増となり、事件や災害時のニュース同時視聴でよく利用された
ほか、「夜ドラ」「ドキュメント72時間 歴代ベスト10スペシャル」などがよく見られた。質の評価は、総合テ
レビの「わくわく・ドキドキする」の項目で第１四半期や前年同期に比べ改善した。
大幅に番組を入れ替えた2022年度の改定から半年がたち、若年層へのアプローチを図った総合テレビ

の午後１１時台では、20代男性の占拠率※が前年同期比で2倍超となるなど、その効果を確認できてきて
いる。一方、Eテレの午後４時台では「おかあさんといっしょ」を午後６時台へと移設した影響で、4－12歳
の占拠率がやや減少しているため、改めて２０23年度での幼児向けコンテンツの配置強化を行っていく。
7月に実施した世論調査では、「多様性をふまえた編成」への期待度と実現度が５０代６０代を中心に有意
に低下した。これまで得られた時間帯別の視聴分析を一層進め、後期から特集番組のよりきめ細かな配置
に反映させるなど、多様な視聴者ニーズに的確に応えられる編成を実現することで改善をめざす。

今期の評価

※占拠率…同時間帯のテレビ放送視聴全体に占める各局の割合

「今期と比較して前年同期がよく見られたのは、東京オリンピック・パラリンピックの影響が大きいと考えられる」
「NHKプラスの視聴UB数が着実に増加していることはよい。一方で、UBあたりの平均視聴分数はやや減少してい
る。視聴者ニーズを理解する上で、１週間ごとだけでなく、日ごとの特徴的な動きも分析するとよいのではないか。
またデバイスごとの見られ方についても、個別に把握するのが望ましいと思われる」などの意見が出された。
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放送・サービス（国際放送）の状況

国際戦略調査の結果（調査地域７か国９都市平均）

経営計画では、日本への理解促進のため、海外向けコンテンツを、衛星放送だけでなくインターネット配信も活用し、
きめ細かく、効率的・効果的に世界に発信するとしている。
国際戦略調査（第２・４四半期に実施）では、世界各地の人々に、「国際放送（インターネットでの配信含む）を通して、
日本への理解を促進できているか」調査している。
また、７月に実施した世論調査では、国内の視聴者に対して、「日本の情報を世界に発信し、日本についての理解を促
進することに関するＮＨＫへの期待度・実現度」を聴取した。

世界への情報発信についての評価～７月世論調査結果～

第２四半期に実施した国際戦略調査では、ＮＨＫの国際放送に接触した「リーチ者」は、接触していない「非

リーチ者」よりも日本に対する理解度が統計的に高く、高水準を維持した。NHKの国際放送が日本への理解

促進に貢献していることが確認された。２０２１年第４四半期の調査では、インドネシアでのリーチが低下した

が、主要なOTT事業者経由の配信が進んでいることもあり、今期は改善に転じた。長期的傾向として、放送

リーチ者が減少する一方、配信リーチ者が伸びているため、9月から北米でもOTT事業者経由での配信を

開始した。「放送リーチ者」と「配信リーチ者」の理解度については、ほぼ同程度であり、コスト面で有利な配

信にシフトしていく。

また、国内の７月世論調査での「世界への情報発信」についての実現度は、過去２年で最低値となった。

Q. 政治、経済、社会、文化など、さまざまな分野で日本の情報を
発信し、日本への理解を促進することついて、現在のＮＨＫに
どの程度期待するか。また、ＮＨＫは、どの程度実現していると考えるか。

72.2 77.2 75.5 76.0 72.9

52.9 55.1 54.9 56.3 52.8

21年2Q20年4Q20年2Q 21年4Q

20.1
20.619.3 22.0 19.7

期待度

実現度

今期の評価

（％）

は前期、前年同期と比較してともに有意に増加した項目、 は前期、前年同期と比較してともに有意に減少した項目
※1：四半期リーチ者はＮＨＫのテレビ、ウェブサイト・アプリ、ラジオのほか、外部プラットフォーム（動画等投稿サイト、SNS等）での視聴者を指す
※2：「日本の理解度」は「日本全般」「国民性」、「政治面」、「経済面」、「文化面」の5指標の平均値
出所）2022年7月22日～2022年8月20日実施のインターネット調査結果。 調査範囲（７か国９都市）：ワシントンDC：1,028 ニューヨーク市：1,027
ロサンゼルス：1,026 タイ：1,872 インドネシア：1,882 シンガポール：1,839 ベトナム：534 イギリス：1,843 フランス：1,838

2020 2021 2022

2Q 4Q 2Q 4Q 2Q

四半期リーチ率(※1) 15.8 17.3 16.6 15.9 17.0

放送リーチ者 10.6 10.5 10.2 9.2 9.8

配信リーチ者 12.1 14.1 14.0 13.7 14.9

日本の
理解度(※2)

四半期リーチ者 84.2 84.7 86.5 85.9 86.4

放送リーチ者 84.5 84.3 88.0 87.0 87.2

配信リーチ者 87.7 87.4 87.7 87.9 88.1

非四半期リーチ者 47.5 48.0 48.8 48.9 49.0

四
半
期
の
間
に
国
際
放
送
を
見
た
人
と
、

見
て
い
な
い
人
と
で
は
、
日
本
へ
の
理
解
度

に
有
意
差
が
生
じ
て
い
る

22年2Q

日本全国の16歳以上の男女個人3,600人を対象に、6月29日～８

月９日に世論調査を実施。

世論調査は層化２段階無作為抽出法で抽出し郵送調査法で実施。

有効回答数は1,816件（有効回答率50.4％）。

前期および前年同期と比較して統計的に変化したものに矢印を記載

（今期はなし）
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受信契約の状況（９月末）

契約増加件数

２０２１年度 ２０２２年度

現在数
年間目標

９月末 年度末
年間目標

９月末

実績 達成率 実績 達成率 実績 達成率

契約総数 △25 △0.2 199.2% △14.3 143.0% △10 △19.8 1.4% 4,135

衛星契約※ 10 1.1 11.4% △4.5 △44.6% 4 △7.7 △191.6% 2,195

※ 衛星契約とは衛星系および地上系によるテレビジョン放送の受信についての放送受信契約

（単位 万件）

契約数の推移

3,873 
3,926 

3,978 
4,030 

4,106 

4,169 
4,212 

4,169 4,155 4,135 

3,600

3,700

3,800

3,900

4,000

4,100

4,200

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

契約総数

1,788 

1,871 
1,949 

2,018 
2,095 

2,162 
2,224 2,207 2,203 2,195 

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

衛星契約
（万件） （万件）

「訪問によらない取次」の進捗

受信契約の状況

支払率・衛星契約割合

公平負担の徹底の観点から、支払率80％台の維持に努めるとともに衛星契約割合を向上させる。

総数取次数 衛星取次数

年間計画 ９月末 達成率 年間計画 ９月末 達成率

200 73 36.4% 116 43 37.1%

※「訪問によらない取次」とは、取次数の合計から訪問員の取次数を差し引いたもの（実績は速報値）

（単位 万件）

今期の評価

契約総数は、年間の目標数10万件の減少に対して19.8万件の減少となり、衛星契約は、年間の
目標数4万件の増加に対して7.7万件の減少となった。支払率は79.0％となり、前年度末を
0.6ポイント下回った。衛星契約割合は53.1％となり、前年度末を0.1ポイント上回った。「訪問
によらない取次」の進捗（９月末）は、年間計画に対して、総数取次数が36.4％、衛星取次数が
37.1％となり、標準進捗率（５０%)を下回った。引き続き、外部企業との連携やオウンドメディ
アの活用などの施策を講じながら、視聴者のみなさまにNHKの価値を実感いただき、公平に受
信料をお支払いいただけるよう取り組んでいく。

支払率 衛星契約割合

前年度末 ９月末 年度内増減 前年度末 ９月末 年度内増減

79.6% 79.0% △0.6 53.0% 53.1% ＋0.1
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 新たな営業活動と放送・制作との連携の強化

課題に対する今後の取り組み

総務省の検討会「公共放送ワーキンググループ」では、９月から来年６月にかけて、インターネット時

代の公共放送の役割など様々な論点で議論が進められる。NHKは議論の推移を注視しながら、公

共メディアとして正確で信頼できる情報や質の高いコンテンツをお届けし、情報の社会的基盤とし

ての役割をこれまで以上に果たしていく。総務省の検討会により、すでに示された「放送ネットワー

クインフラの維持」「共同出資のハード事業者設立」「ブロードバンド代替」などの諸課題に関しても、

民放と意見交換を深めながら対応にあたっていく。

昨年放送の「ＢＳ１スペシャル」で内容に誤りのある番組を放送した問題では、ＢＰＯからの「重大な放

送倫理違反があった」という指摘を真摯に受け止めている。取材や制作のあらゆる段階で真実に迫ろ

うとする放送の基本的な姿勢を再確認し、視聴者のみなさまの信頼に応えられる番組を取材・制作し

ていく。放送ガイドラインの原点に立ち返る人材育成を徹底し、その取り組みの進捗状況についても

節目節目で公表していく。また、２０１９年に男性管理職が亡くなり長時間労働による負担により労災

認定され、労働基準監督署から指導を受けたことは、これまでの健康確保のあり方に不十分な点が

あったと認識している。今回のことを深く反省し、従来の働き方を点検するとともに、医師など外部有

識者を交えた検討会を設け、助言をふまえたより実効性の高い健康確保施策へと見直すなど、再発防

止を徹底する。

営業経費の削減が順調に進む一方で、受信契約の状況は計画を下回っている。年度後半に向けて、受

信契約の維持・確保のため、協会全体で取り組んでいかなければならない。新たな営業活動を早期に

確立していくために、コンテンツ部門と視聴者部門の連携を多面的に展開していく。高い効果が認め

られた事例については局内で共有し、自主的な契約へとつなげる。

 「デジタル時代の公共メディアのあり方」への検討と準備

 「放送の基本に立ち返る人材育成」と「働き方の再点検」
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